















































































































































































の翌月に発行された新潮文庫『室生犀星詩集』 (1951 〔昭和26〕年9月15日印刷、 1951 〔昭和26〕年9













本『醜鵡』 (河出書房、 1940 〔昭和15〕年5月15日)、 『円心の行状』く井伏鱒二選集第4巻) (筑摩書房、
1948 〔昭和23〕年11月25日)、 『川釣り』 (岩波新書) (岩波書店、 1952 〔昭和27〕年6月26日)、 『井伏
鱒二・永井緯男集』く日本現代文学全集第75巻) (講談社、 1962 〔昭和37〕年2月19日)、そして、岩波






























































































第 1刷 頁 .行 第 1刷 本文
第 36刷 貢 .行 第 36刷 本 文
77頁 1行 目 まとば ばし的 場橋 は火 災 で 渡れ な い0
79頁 17行 目 こうじんばし荒 神橋 は火 災 で 渡れ な い0
83寅 15行 目 広 島 大学 の グ ラン ドへ
86頁 17行 目 広 島基 堅 大 学 の グ ラ ン ドへ
101頁 12行 目 はくしま旦 鼻 神 社 は石 垣 の他 に は
105貢 6行 目 はく白 亜 社 は石 垣 の他 には
はく*第 37刷 .第 38刷 .第 40刷 で は 「旦 埋 社 は石 垣 の他 に は 」 とあ り、 第 42刷 で は
しらかみLや「白神 社 は石 垣 の他 に は」 とあ る0 第 39刷 .第 41刷 は未 確 認 0
157頁 5行 目 広 島の 県 立第 一 中学校 の 校庭 に防火 水 用 池 が あ るO
162頁 12行 目 広 島の 県 立第 一 中学校 の 校庭 にプ ール が あ る0
170頁 7行 目 わしのあ の方 角 、豊 野 橋 の あた り
176貢 2行 目 あの 方角 、鷹 野橋 の あた り
































































































本扉(隠しノンブル1頁、文庫名・書名・著者名・図柄〔葡萄〕・出版社名) I 〔裏白〕 l目次



































































































































.第 1刷 頁 行 第 1 刷 .本 文
備 考第 2摘 FJ頁 行 lJ 第 21刷 .本 文
旧 全 集 頁 行 旧 全 集 本 文 .
lift' 3行 白 今 は 畳 里 、 彼 に ◎
8頁 3行 目 今 は も は や 、 彼 に
. 3頁 3行 目 今 は 畳 星 、 彼 に
6頁 3行 目 彼 に と っ て 蛙 永 遠 の ◇
旧 全 集$ 臼: 3fr日 彼 に と っ て 永 遠 の
3頁 3行 目 彼 に と っ て 永 遠 の
6頁 5行 目 醍 ㊨
6頁 10行 目 整




10頁 12行 目 花 弁 白 昼
.H 頁 5行 目 鍾
3頁 5行 目 堤





6頁 10行 目 そ の 結 果 岩 屋 の 壁 は ◇
『雨 の 歌 』 (飛 鳥 書 店 、 1946年 38貢 10行 目 そ の 結 果 」 岩 屋 の 壁 は
3頁 10行 目 そ の 結 果 」 岩 屋 の 壁 は 月 )、 『井 伏 鱒 二 作 品 集 』 第 1巻 (刺
元 社 、 1953年 4月 )、 『井 伏 鱒 二 集 』
く現 代 日 本 文 学 全 集 第 41巻 〉 (筑 摩
書 房 、 1953年 12月 )0
な お 、 こ の 読 点 は 、 本 文 に お い て
触 れ た よ う に 、 初 出 、 初 収 録 単 行
本 『夜 ふ け と 梅 の 花 』 に あ り 、 『シ
グ レ 島 叙 景 』 で は 行 の 折 り 返 し の
た め 略 さ れ て い る 0
6頁 11行 目 滑 か に 感 触 さ れ 、 ◎
「朽 助 の ゐ る 谷 間 」 第 1刷 52頁 7行
目 「滑 ら か な 半 円 を 」、 第 21刷 50貢
10行 目 「滑 ら か な 半 円 を 」O
8頁 11行 目 滑 旦 か に 感 触 さ れ 、
3頁 10行 目 滑 か に 感 触 さ れ 、
7頁 7行 目 自 分 の 住 家 の 水 ㊨ / ◇
他 の 箇 所 (8頁 2行 目 、 8頁 3行 目 、 89頁 5行 目 自 分 の 堕 家 の 水
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「∴碩 lI3行目 滅茶々々な急流 となって ◇




碩 15行 目 越峯王墓な急流 となって


















頁12行 目 奴筆であらう! ◎
IF 準行 目 奴互であろう1.
貫10行 目 奴笠であらう !
I'lli 水のなかに消えてなくなった0 ◇
『井伏鱒二集』〈現代日本文学全集I"雇主2行 目 水のなかに吸いこまれてしまった0
5寅13行 目.水のなかに吸ひ こまれてしまった0 第41巻〉(筑摩書房、1953年12月)
I i'・.i 蛙も雀の稗草の種子 ◎
寅1.5行目 塾をむも雀の稗草の種子
1,1・,・ 蛤も雀の稗草の種子
10貞 畠行目 梶棒の一端がいきな り ◆
11東17行目 梶棒の一端が」いきなり 『井伏鱒二集』〈日本文学全集第32





1 1宙 4n 1 この山槻魚に幾 らかその傾向が =^t!
12頁 9行 目 」この山梯魚 に上土⊥らかそ の傾 向が
,・ 'i このl山梯魚 に幾 らかその傾向が
11W tin 1:1 最早 がまんがならない ㊨
12裏目行 目 も旦 堂がまんがな らない
.….桟 .8行 目 畳旦 がまんがならない
11車 =9行 目 但 うして私だけが こんなにや くざな ㊨
「朽助 のい る谷 間」第21刷23頁13
ど行 目 「私が何 うい う職 業を営んで
い るか」 と第21刷 37頁6行 目 「恋人
どが あ るか何 うか をた ず ね る こ と
は」 とではル ビを振 り、第21刷41
頁 10行 目 「それ は何 うあつても谷
に」ではル ビを振 らない0
+豆亙1If]U ど うして私だけが こんなにや くざな
実質11行 目 ど うして私だけが こんなにや くざな
11貫目行 目 出鱈 目に直線 を ◇
旧全集13頁 1行 目 直線 をでた らめに
ア頁 1.3行 目 直線 を出鱈 目に
1頓 14l行 目 これ笠 の活溌な ◎
第21刷 9頁4行 目に 「寧 ろそれ 等を
疎ん じさえ した0」、第21刷 10頁7行
目に 「山槻魚 は これ等 の小魚 たち
を眺 めなが ら」、第21刷 15頁7行 目
に 「彼 等は」等 とあるO
13.ft"-If日 これ互 の活溌な
=.…l7頁 16.行 目 これ笠 の活溌な
11頁 14行 目 丞塾の瞳 で眺めてゐたが、 ◇
旧全集13頁 4行 目 昼勤の瞳 で眺めていたが、
7頁 16行 目 感動の瞳 で眺めてゐたが、
12頁14行 目. あ ゝ寒いほど ◇
IIii:・iiII ああ、寒 いほ ど 旧全集
蝣i": il: ああ、寒 いほど
.13頁 6行 目 山槻魚 を羨 しが らせた ところの蛙 ㊨
14頁 9行 目 .山柳魚 を羨旦 しが らせた ところの蛙
至境 ..5行 目 山柳魚 を羨 しが らせた ところの蛙
14頁 .9行 目 I.IJ柵
-輿
◎
15頁 3行 目 -ノーメr
一旦
「朽助 のい る谷間」では、第1刷25
.15頁 3行 目 -ノ什
-旦
頁6行 目 「二箇月 目」を第21刷 26頁
9行 目 「二個月 日」 に、第 1刷28頁Pft"IOf?hi 二値
16頁 2行 目 二値 12行 目 「一筒の果実」 を第21刷29
16頁 2行 目 二昼 頁9行 目 「一個の果実」 に変更する
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14頁11行目 すでに相手に見ぬかれて しまってゐた旦上巳0 ◇
旧全集15頁12行.冒 すでに相手に見ぬかれてしまっていた0




15裏 4行 目..お互に黙 り込んで ◎
16寅 .3.行 目 お互土工に黙り込んで
10寅12 お互に黙 り込んで
15頁 隼行 目‥.そしてお互に自分の ◎
川卓 3frtl そしてお互ilに自分の
1O頁13*子目 そしてお互に自分の
15頁 7行目 最も小さな風の音であった0 ◆
16頁.6行目 . !.・
10頁15行目 .最も小さな風の音であったO
15頁 9行目 且つ友情を ◎
第21刷8頁6行 目に 「狼狽 させ且つ16頁 8‥行目 むつ友情を
11頁 2行目 旦つ友情を 悲しませるには」、第21刷9頁2行目
に 「最 も細く且つ紅色の」等 とあ
る0

















旧 全 集 凄 存 . 旧 全 盛 本 文
備 考腐 21刷 .貴 行 . 華 二lRiJ 4- 、し
第 1刷 貴 行 第 1舶 本 文
3責 3行 事 .今 は 畳 里 、 彼 に ◎
8頁 3行 昏 今 は 建 堂 、 彼 に
6軍 3布 目 今 は 最 星 、 彼 に
3頁 5行 目. 盟 ◎
3頁 10行 目 . 墜
主項 .13行 目 花 筋 目 堕
盟bft 5ifH
g貢 5行 目 .鍾
8頁 10行 目 鍾
川 ii¥2行 け 花 弁 白 昼
11昇 与行 目 鍾
6頁 5韓 日 . 墜
6頁 1.0行 .目 ..醍
9頁 1行 .目 ..花 形 自 埋
9頁 9行 .目 ‥lit
3東 10行 目 .滑 か に 感 触 さ れ 、 ◎
8頁 11行 目 .滑 旦 か に 感 触 さ れ 、
6頁 11行 目 . 滑 か に 感 触 さ れ 、
a li十 日 + し か し ⊥ l彼 に 何 Vd つ と し て ○
8頁 14行 目 し か し 彼 に 何 一 つ と し て
7頁 2行 目 . し か し 彼 に 何 一 つ と し て
蝣¥ti ¥:亘 臼 越 墓 呈 直 な 急 流 と な っ て ◇
9頁 11行 目 め ち ゃ く ち ゃ な 急 流 と な っ て
7頁 13行 目 滅 茶 々 々 な 急 流 と な っ て
4頁 16行 目 そ こ で 建 水 底 に 生 え た ○
9頁 13行 目 そ こ で 水 底 に 生 え た
8頁 2行 目 そ こ で 水 底 に 生 え た
5軍 3行 目 互 に 流 れ に ◎
10頁 1行 目 互 い に 流 れ に
8頁 5行 目 互 に 流 れ に
5頁 9行 目 こ れ 等 の 小 魚 達 を 眺 め な が ら 、 ㊨
10頁 7行 目 こ れ 等 の 小 魚 互 生 を 眺 め な が ら
8頁 11行 目 こ れ 等 の 小 魚 達 を 眺 め な が ら 、
5頁 10行 目 . 奴 筆 で あ ら う ! ㊨
10頁 8行 目. 奴 互 で あ ろ う !



















7頁 6行目 この山細魚に幾 らかその傾向が ◎
12頁 9行目 .この山榔魚に史上 らかその傾向が
.11頁 4行目 この山椴魚に幾 らかその傾向が
7頁 8行 目..最早がまんがならない ◎
.12頁11行目 もはやがまんがならない
11頁 6行 目 畳皇がまんがならない
7頁1.3行 目 .直線を出鱈目に ◇
13a ifTU 直線をでたらめに
11頁11行 目 出鱈 目に直線を
7頁16行 目 これ笠の活溌な ㊨
13頁 4行 目 これ互の活溌な
11頁14行.冒 これ笠の活溌な
s巾 Tftp 自由と」その可能 とが ○
13寅12行 目..自由とその可能 とが
1.2頁 7行目.自由とその可能 とが
8頁 9行目 .彼の目蓋のなかでは」 いーかに合点の ○
1.3頁13行目 彼の目蓋のなかではいかに合点の
12頁 8行目 彼の目蓋のなかではいかに合点の
.9貢 5行目 山槻魚を羨 しが らせたところの蛙 ◎
14頁 9行目 山槻魚を羨皇 しがらせたところの蛙
13頁 .6行目 山槻魚を羨 しがらせたところの蛙
..9頁13行目 「出て来い !」/上山槻魚は吸鳴った (⊃
15頁 2行目 「出て来い !」/山細魚は奴鳴った
I-IW i一十日 「出て来い !」/山籾魚は吸鳴った
9頁1.5行 目 勝手にしろ ○
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15頁 4行 目 .勝手に しエ ろ
14頁 3行.育 勝手に し工 ろ
10頁 2行 目...彼 等は」かかる言葉を ○
15頁 7線 こ日.彼 等はかか る言葉 を
、14頁 6行 目 .彼等 はか ゝる言葉 を
10頁 2行 甘 .幾度 とな く麹返 した ○
I・ .1 ・' 幾度 とな くil旦 返 した
14貢 6年甘 .=幾度 とな く⊥旦 返 した
川 U ivfT五+夏 いっぱい次のや うに ○
15頁 11行 目 .夏いっぱいを次のよ うに
11巾 iorra 夏いっぱい皇 次のや うに
10頁ll2行 目.～お互に黙 り込んで、 ㊨
16頁 lさ行 白.…お互いに黙 り込んで、
15貢 隼行甘 お互に黙 り込んで、
10頁1.3行 白. そ してお互に 自分の ◎
寸十 ・:.!l そ してお互いに 自分の
15頁 4行.冒 そ してお互に 自分 の
I" I-II: 最 も小 さ立 風の音であった0 ◆
・!!'.' ' 最 も小 さil風 の音であったO
1=5裏 7行 日.最 も小 さな風の音であった0
lift"2fi甘 +且つ友情を瞳 に ◎
こ16頁 8行 目. ・蝣・'. 'r.
堕頁 9行.冒 且つ友情を瞳 に
◎を付したところ- 「滑か」 「滑らか」、 「お互」 「お互い」など送り仮名の増加、あるいは、 「恰
も」 「あたかも」、 「幾らか」 「いくらか」i 「最早」 「もはや」、 「これ等」 「これら」、 「何して」 「どうし



































































































































第21刷 貴行 第21刷 本文
第27刷 頁行 第27刷 本文
8頁 3行 目 彼 に とって永遠 の棲家である岩屋 は
8頁 3行 目 彼 に とって蛙永遠の棲家である岩屋 は
14貢 2行 目 ああ、寒い ほど
14頁 2行 目 ああ寒 いほど
15頁 12行 目 す でに相手に見ぬかれて しまっていたO
15頁12行 目 す でに相手に見ぬかれて しまっていた主上吏 0
15頁13行 目 お前 こそ頭がつ かえて」ーそこか ら出て
15貢 13行 目 お前 こそ頭 がつか えてそこか ら出て

















































た貢の活字は、他の箇所の活字と比べると、平仮名では「い」 「た」 「に」 「と」 「み」 「さ」 「は」、漢
字では「泳」 「家」 「身」などの各画の起筆・終筆位置が相違し、平仮名「う」 「ま」の形も相違する。
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注5、奥村敏明『文庫博覧会』 (寺子屋ブックス) (青弓社、 1999年10月30日、 127頁)には、 「一九四九年
(昭和二十四年)五月五日発行の井伏鱒二『夜ふけと梅の花』の二刷などは仙花紙そのものである。」









注8、高沢健三「井伏文学の成立過程- 『幽閉』から『山根魚』 『炭鉱地帯病院』まで-」 (『桐朋学
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注10、 「滅茶苦茶な急流となって」の改訂は、 『造拝隊長』 (改造社、 1951年4月300)まで遡り、旧全集元版
















口が引用した字句は存在しない。第二に、私が偶々目にした『文学の旅』 14 (山陽・瀬戸内海) (千趣
会)は、川口が記す1973 〔昭和48〕年2月の発行ではなく、 1973 〔昭和48〕牛l月1日の発行であるO　同












-」 『淋石評論・講演復刻全集』第1巻、ゆまに書房、 2002年11月22日、 283頁)O
注13、例えば、小西甚- 「本文批判と国文学」 (『文学』第36巻第2号、 1968年2月)では、古典文学作品にお
ける例を示しているが、近代文学作品でも事情は同様であろう。
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